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甘藷を主体 とした肉豚の飼養試験鴇

studiesonfeedingsweetpotatoesastheprincipalfeedforhogs･
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Ⅰ ま え が き

沖縄は矧戻温頓にして四季を通 じて甘藷栽故が出来るため, その産 産 額 も年 8,168万貫

(1955年)に達し,収穫面積も2万町歩余に及んでいる｡そのため養豚業は極めて盛んで'現在

飼育頭数も 1.3万頭台を保有 し,農家の副業として重要なる地位を占めている状況にある｡ 然

しながらその飼育法については末だ改善すべき点が多いため,今回普及展示用として本学の企

割のもとに北部及中部農林高等学校の協力をえて肉豚の飼養試験を試めたo その結果若干参考

となるべき成績を得たのでここに報告する｡

Ⅱ 試験材料及び方法

本試験は 1956年2月より同年6月に亘り,その目的に応 じて2群に分け,第 1群を中部捷

林高等学校,第 2群を北部農林高等学校に於て実施したo

1.試 験 材 料

試験着手1ケ月前にチェスターホワイト雑種並に-ンプシャー雑種共それぞれ2腹中より6

頭を選び,発育,栄養状態,性別等を参酌して3頭宛2区に分け,漸次試験飼料に馴らすと共

に豚コレラ,豚丹毒の予防注射,寄生虫の駆除,牡にあっては去勢を行ったo供試豚は第1表

の通りである｡
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2. 試 験 方 法

離乳後の仔豚を使用 して飼料の量 と質の試験を行 う｡ 第 1群を飼料の畳による試験として栄

養価に差をつける.即ち A区に於ては Kellnerの飼養標準に準 じた給与を行い,B区に於て

は栄養価の低い飼料の給与を行 う｡ 又第 2群に於てほ飼料の質の試験を行い,栄養価を略々同

一にして飼料の種類のみを輿にするO 即ちC区に於ては甘藷に大豆粕,魚粉,米糠を与え,D

区は甘藷に大豆粕を併用する｡ 調査は豚の発育皮,飼料の利用性等について行い,最後に各区

より発育良好なものを1頭宛屠殺解体 して肉量,肉質等について検する｡ なお試験期間を3期
に分け,第 1期を1-8週,第 2期を 9-16遇, 第3期を 17-20週 (但 し第 1群は 19週)

とする｡給与飼料の成分並に生体量に対する給与日量の割合は,第 2,第 3表の通 りである｡

俸 2表 飼料の可消化成分
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☆(1 ) 甘藷は煮熟 して給与する｡

(2) 上記の外に 1頭に付 き食塩 3- 5g,コロ イ カ ル 5- 10gを給与す る｡
(3 ) 1群は第 2期以降釆糠欠亡の た め数 を も っ て 代 用 した ｡

ⅠⅠⅠ 試 験 成 輯

1･ 第 1群 (飼料の量による試験)の成徳

(1) 体 重 の 増 加 試験期中は1週間目毎に体重を測定 した｡試験開始後 133日,生後
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251日 (1頭は 270日)で試験を終了した｡その結果は第4表の通りである｡

第4表 体 重 の 増 加 (kg)

iB!∴=

香早

各期に於ける平均増体塵を示すと第 1期 A 区 28.8kgB区 23･3kg第2期 A区 33.7kg

B区 26.7kg,第3期 A 区 16.9kgB区14･6kgとなっている.19週間に於ける平均増体

豊は A 区 79.4kg,B区 64.6kgにして,その差 14.8kg を示し,蛋白質の適正給与が豚

の発育に及ぼす効果を認めている｡又全期間に於ける平均1日増体畳は A区 597g,B区486
/

g となっている｡

(2) 発育と飼料消費量との関係 各期ごとの飼料消費量並に可消化成分消費量 (但し蛋白

質と澱粉価)を示すと第5表の通 り｡
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鱒 5袈 体重 1kg増加に要 した飼料盤並に可消化成分畳

1. 平均 1日飼料消費畳 (1頭当 りkg)

815

計

飼 料

甘 藷

大 豆 粕

魚 粉

釆糠(2糊以後数)

計

2.体重 1kg増加に要 した飼料畳 (kg)

区

解 3 抽

A 区

9.874

0.247

0.247

0.247

10.61.5

B 区

9.933
0.124

0.124

0.124

10.305

3.体塵 1.kg増加に要 した可消化成分 (kg)

註 青草の給与についいては種類が一斑 しないため, 単にビタ ミン及びカルシウムの給軒

として取扱い,飼料消発畳 より除外 した.

前表の結果よりして標準飼料を給与すれば発育が促進されることは肌かであるが,体重1kg

増加に要する飼料は発育するに伴って次第にその差を締め第3期に於ては低蛋白給与の方が少

くてすむ結果となった｡ これについてはなお研究の要があるも,経済的立場からは或程度蛋白

質飼料を節約 し得ることがうかがえる｡

(3) 屠 殺 成 東 各区より発育のよいものを1頑宛選び,試験終了後1日間絶食して屠殺

し屠肉畳 (枝肉)その他を調査 した｡その結果は第6第 7表の通 りである｡(解体法は万国共通

的方法による)

餅 6袈 解 体 表
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解 7表 脂 肪 堺 融 点

区

A 区

B u

供試豚番号 l.脂 肪 の 色 ヰ 確 度

-1- ■■･.■一一一･- ･.-･-.ll.･.■一一･-･-■ll.･一一一- 一･一■

3 白 色 硬 固 状

6 日 色 碓 樹 状

静 融 点

背 脂 肪

45.80C

47.0

腎 臓 脂 肪

49.5こC

50.0

屠肉歩合はB区6号の方が梢々高く,又腎臓脂肪,大網膜脂肪の畳及び皮下脂肪の厚さによ

る屠肉の肥胎度は両豚とも殆んど差異なく,良好な状態にある｡皮下脂肪の畳も3号 21･9kg

に対 し6号 22･0kgで,脂肪の集積畳は殆んど変らない｡ 脂肪の色及び硬度は両豚とも白色,

硬閲状にして良質なる脂肪なるも溶融点は6号の方が住に高い｡ ロイン部の肉の色は3号は淡

紅色を呈するも,6号は柄々暗色をおびている｡ なお腿部の肉を試食した結果は風味の点では

6号即ち低蛋白給与の方が優っているように思われた｡

2･第2群 (飼料の質による試験)の成徳

(1) 体 重 の増 加 第 1群同様 1週間目毎に体重を測定した｡試験開始後 140日,生後

269日で試験を終了した｡その結果は第8表の通 りである｡

箪 8表 体 重 の 増 加 (kg)
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各期に於ける平均増体量を示すと第1期C区22.
7kg,
D区25
･
4kg,
第2期C区32
･
4kg,

D区27
･
6kg,
第3期C区1
.
3
.
5kg,
D区17
.
1kgとなっている｡2
0週間に於ける平均増

_＼
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体畳は C区 68.6kg,D 区 70.1kgにして,両区とも殆んど同一の増体を示している｡即ち

栄養価を略々同一にした場合はC区の大豆粕,魚粉,米糠の3種の蛋白質に対してD区の大豆

粕の単一蛋白質の給与が何等劣るものでないことを示している｡又全期間に於ける平均 1日増

体畳は C区 490g,D 区 500gとなっている｡

(2) 発育と飼料消費量との関係 各期ごとの飼料消費量並に可消化成分消費量を示すと第

9表の通り｡

節 9表 体避 1kg増力1に要 した飼料消費畳並 に可消化成分畳

ユ･･ 平均 1日飼料消費畳 (1頭当 り kg)

飼 料

豆

計

飼 料

甘

大

魚

米

豆

蘭

粕

紛

糠

計

2･ 体重 1kg増加に要 した飼料畳 (kg)

飾 2 期

C区
8.955

0.335

0.335

0.335

D区
1.0.601

1.187

3. 体重 1.kg増加に要 した可消化成分 (kg)

区

解 3 期

C 区
14.564

0.364

0.364

0.364

15.656

D 区

ll.474

0.860

12.334

前表の結果よりして幼時程飼料の利用性が大で,座長するに伴って次第に利用力が低下する

ことを示している｡なお飼料の利用力については両区の間に殆んど差異を認めない｡

(3) 屠 殺 成 東 第 1郡と同様な方法で屠殺 し,屠肉畳その他を調査 した｡その結果は第

10,第 11表の通りである｡

両区を此較するに屠肉歩合は C区3号 77.17/o'に対 しD区6号は 80.7ヲo'にして6号の方

が 3.6% 多い｡屠肉の肥 度は両豚とも良好な状態にあるO 脂肪の色及び硬度は両豚とも白

色,硬固状にして溶融点も殆んど差異なく良質な脂肪と認められる｡ 肉質については両豚とも

繊維細く緊りがあって良好な状態にあり,優劣の判束はむずかしい｡
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欝 10表 解 体 表

区

管

節 11表 脚 防 除 働 点

区 供試豚番号 :脂 肪 の 色3 白 色Ⅰ 6 ` 〝 .硬 皮 1 停 職 点

背 脂 肪硬 固 状 45.0○C 腎 臓 脂 肪C 区 49.0OC

D 区 〟 . 46.0 49.0

ⅠⅤ 絵 括

L 第 1群の飼料の量による試験については標準飼料を給与したA区の方が,低質自給与の

B 区に比べて 14.8kg の増体を示し,蛋白質の適正給与の効果が顕著であるが反面発育と飼

料消費量との関係即ち飼料の利用性については生長するに伴って次第にその差を縮め,第3期

(生後7-8ケ月,体重 90kg 内外)に至っては,むしろ低蛋白給与の方が利用力が高い結果

を示した. これについてはなお研究の要があるも,現在のように生産費の高い時には或程度蛋

白質飼料を節約 した方が経済的に有利になる場合もあり得るものと考えられる｡

2. 第2群の飼料の質による試験 (栄養価を略々同一にしてある)については C 区の大豆

粕,魚粉,米糠の3穂の蛋白質飼料と D 区の大豆粕のみの単一蛋白質の給与とが殆んど同一

の増体を示していることから,大豆粕の蛋白質の価値を高く評価することが出来る｡実際の給

与に当っては数多くの飼料を配合することは繁雑であるため,栄養学上合理的なものならは飼

料の種類を最少限度に止めることは重要な事柄である｡ これを裏付けるものとして大豆粕には

体蛋白を構成するに必要な必須アミノ酸が適度に含まれているため,完全な発育をなさしめる

ことが出来る理である｡

3. 第1群の A区と第2群の C区は殆んど同一の飼料配合であるが, その発育と屠肉歩合

を比較してみた場合,発育においては A 区の方が 10kg以上の増体差を示し又屠肉歩合にお

いては C区 (3号)の方が 2% の高率を示しているC この原因についてはなお明かでないが,

このような傾向は B区とD区の間にもみられることから,おそらく品種的な差異によるもの

ではないかと思われる｡

4.試験期間中周辺の部落に豚の伝染病の発生を見たが, 予防注射と消毒の徹底を期したた

め発生をまぬかれた｡ 又屠殺豚の腸内を検査 した結果,寄生虫の発生なく,アスカリケンによ

る駆虫効果を認めた｡(投薬後姻虫排出)

以上2種の飼養試験の結果からして飼料配合に意を用い,適切なる給与をなすときは生後8

ケ月で 90kg(24貰)に逮せしめることは比較的容易であり,良好なる屠肉を得るこ･とが出来

る｡

今後共豊富に生産される甘藷や甘藷鷲の飼料価値を高からしめるために, これに併用する蛋

白飼料の研究は極めて必要なことである｡



A区 (1) 試験悶好州-: C区 (】) 試験f]'')始fll'=(手前3号)

A区 (2) 試飲終了IIJi C区 (2) 試験終了時 (3号J舟影fF_亡前)

B区 (1)及び (2) 上 に同 じ D区 (1) 試験13'l-1始時 (手前 6号)

I)区 (2) Tjt験終了時 (1号)


